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平成２３年２月１５日 

 

長野市長 鷲 澤 正 一 様 

 

長野市中心市街地活性化連絡協議会 

会長 北 村 正 博 

 

 

認定長野市中心市街地活性化基本計画の変更について（回答） 

 

 平成２３年１月３１日付け２２まち第１７９号で協議のありました標記の件について、本協議会

は平成２３年２月１５日開催の総会において、下記のとおり協議会の意見として決議しましたので

変更内容を了承します。 

 

記 

本協議会の意見 

 

① 「当初から基本計画に位置付けがある次の２事業『16.千才町通りふれあいの道整備事業』

及び『28.まちなか居住支援事業』について、国の支援策である『社会資本整備交付金』を

活用するため『（４）国の支援策がない事業』から『（２）①認定と連携した特例処置に関す

る事業』に位置づけを変更するもの。」については、 

 

・国の支援策を有効に活用することで事業の推進が見込まれる。 

・なお、まちなか居住支援事業については、まちなかの居住人口の増加が中心市街地活性化

の有効な手段であるため、行政による積極的な事業推進と実質的な人口増加につながる施

策の展開を望む。【№28】 

 

 

② 「当初から基本計画に位置づけがある次の３事業『11.善光寺周辺街なみ環境整備事業』、

『31.長野灯明まつり開催事業』及び『権堂 B‐１地区市街地再開発事業』について、新た

に国の支援策の活用、支援期間等を延長するため変更するもの」については、 

 

  ・国の支援策を継続的に活用することで、事業の推進や展開が見込まれる。 

  ・なお、権堂Ｂ‐１地区市街地再開発事業については、権堂地区及びその周辺地域で検討さ

れている土地活用事業との関連性を考慮し、もって中心市街地全体への活性化波及効果が

見込まれる事業推進を行っていただきたい。【№54】 
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 ③ 「新たに次の事業『55.表参道長野五輪メモリアルパーク整備事業』を追加するもの」に

ついては、 

 

  ・善光寺表参道の中間地点に整備されることで、現在進行している中央通り歩行者優先道路

化事業との相乗効果もあいまって来街者や観光客の増加が見込まれる。 

  ・また、今回の整備事業に限らず、長野中央地域市街地再生計画具現化計画（平成 16 年 3

月）で提言されたセントラルスクゥエアの活用に関する検討結果も踏まえ、セントラルス

クゥエア及びその周辺地域全体の構想を再検討していただきたい。 

 

 

 ④ 「次の事業『50.新田町地区優良建築物等整備事業』を削除するもの」については、 

 

  ・意見なし。 

 

 

 ⑤ 「今年度より、国土交通省所管の個別補助金及び交付金等が原則一括化し『社会資本整備

総合交付金』が創設されたことによる支援措置名の変更や実施期間等の変更及び支援措置

に該当しないなどの変更。」については、 

 

  ・意見なし。 

 

 

以上の観点から、変更内容は中心市街地活性化及び賑わい創出に大きな効果が期待できるもの

と認識しています。よって、協議のありました基本計画の変更内容について、本協議会は賛同し

ます。なお、事業実施にあたりましては、本協議会の意見についてご配慮いただくようお願いし

ます。 


